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１．はじめに 

 運動障害のため電動車椅子のジョイスティックを操作しにく

い場合、スイッチに変更すると操作がしやすくなります。代表的

なスイッチによる制御は、４個のスイッチと１個のスイッチによ

る方法です。４個のスイッチは前後左右の進行方向に対応したス

イッチを押し分けて駆動するものです。１個のスイッチによる方

法（１入力コントローラー）は、前後左右の進行方向を示すラン

プが、順番に点し、進みたい方向が点灯している時、手元のスイ

ッチを押すと、押している間その方向に進むものです。１入力コ

ントローラーの対象者は、運動障害が重く、ジョイスティックや

４個のスイッチを操作できない人です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、市販されている１入力コントローラーは、国内外を問

わず、所要時間が大幅にかかります。その大半は、進みたい方向

のランプが点灯するまでの待ち時間です。また、１入力コントロ

ーラーを使用する人は、随意性が低いので、なるべくスイッチを

押す回数を減らす工夫や、待ち時間を少なくする工夫が必要です。 

今回開発した「こだわりくん」は、ランプの点灯順序などを

工夫し、待ち時間を少なくすることができました。 

 

２．｢こだわりくん｣の仕様 

既存の電動車椅子に取り付けが可能。 

構成は、本体と方向指示部です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スイッチの切り替えにより、１入力と４入力、両方に対応して

います。 

電源スイッチは無く、電動車椅子電源のＯＮ－ＯＦＦに連動し

て動作します。 

対応している電動車椅子は、スズキのパワステタイプＭＣ－１

６Ｐ、今仙ＥＭＣ２３０シリーズのパワステタイプです。 

パワステタイプに対応する理由は、スイッチで電動車椅子を駆動

する場合、路面の傾きに左右されない直進性が必須だからです。 

左に２°傾斜した歩道で、パワステタイプと普通タイプの電

動車椅子をスイッチで駆動させました。前輪を制御しているパワ

ステタイプは路面の傾きに影響されないで直進できます。しかし、

前輪がどちらへも向く普通タイプの電動車椅子は 

２．７ｍで左に大きく曲がり縁石に衝突します。 

 

方向指示ランプの点灯順序 

１入力の特徴は、方向指示ランプの点灯順序にあります。 

通常モードは前進・右・左・後進の順序で点灯します。 

任意の方向を選択すると、押している間その方向に進みます。ま

 

 



 

た、スイッチを押すのをやめても任意の秒数その方向に点灯がと

どまり、それを過ぎると前進から点灯を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①点灯順序を前・右・左・後としたこと。②前・右・左で方向

を選ぶと次の点灯は常に前から始まります。この２つの組み合わ

せにより、上手に操作すると後ろを点灯させないで済み、待ち時

間を短縮させることができます。 

一度、後進が選択されると点灯順序は、後進モードに変わります。

後進モードは、任意の方向を選択すると後進から点灯が開始され

ます。後進・右・左・前を２周繰り返します。２周点灯する間、

入力信号がなければ通常モードに復帰します。２周する間に入力

信号があれば、後進モードを繰り返します。また、前進を選択す

ると通常モードに復帰します。 

点灯の速度は、使用者に合わせ１秒から５秒の間で調節が可能

です。 

 

３．テストに協力してくれた症例 

Ｋ．Ｓさん３４歳、脳性麻痺、アテトーゼ型四肢麻痺。ＡＤ

Ｌは全介助。１入力電動車椅子と坐位保持装置を組み合わせた使

用経験は１５年。スイッチ操作は、随意性が高くリラックスして

動かすことができる左足部の内転で行っています。｢こだわりく

ん｣を搭載したＳ社製電動車椅子と、４年使用している１入力コ

ントローラー搭載のＩ社製電動車椅子を使用して測定をおこな

いました。 

 

４．測 定 

電動車椅子の速度は低速（2.5km/h）。点灯の速度は２秒。テス

トコースは、幅2.7mの廊下を使用し、左折右折がそれぞれ１か

所あるクランク状の 50ｍコースを設定しました。所要時間・停

止時間・選択した駆動方向を測定しました。測定は、10 分間の

練習後、それぞれの車椅子で行いました。また、エレベータの出

入りで後進も測定しました。 

 

５．結果および考察 

①所要時間・駆動時間合計・停止時間合計について 

５０ｍの所要時間は、Ｉ社製電動車椅子は８分。｢こだわりく

ん｣は４分４１秒で半分近くまで短縮しました。しかし、駆動時

間の合計は３分２４秒と３分３秒で２０秒程度とあまり開きが

ありません。停止時間の合計は４分３６秒と１分３８秒で３分短

縮しています。つまり、Ｉ社製電動車椅子と｢こだわりくん｣の所

要時間の差は停止していた時間。つまり、ランプの点灯を待って

いた時間の差であることがわかります。 

 

②点灯順序 

５０ｍクランクコースの駆動方向の記録を示します。 

どちらの電動車椅子も方向の選択頻度は、前進が最も高く、続

いて方向修正に使用される左右でした。後進は選択されませんで

した。選択パターンは、左右の後、前進が選択されます。｢こだ

わりくん｣は、この点に注目し、通常モードの方向指示ランプの

点灯を単純に右あるいは左回転させるのではなく、前進・右・左・

後進としました。また、左右を選択した後は、常に前進に戻るよ

うに設定しました。その結果、待ち時間を減少させることができ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エレベータから出る動作は、後進・右・左の選択で行うことが

できました。 

本症例が｢こだわりくん｣に乗ったのは 今回のテストがはじめ

てにもかかわらず、１０分程度の練習で、使い慣れた自分の車椅

子より良い成績を残しました。このことは、点灯順序が効率的で

 

 

 



 

操作しやすいためと考えられます。このように１入力電動車椅子

の操作性は、人の操作能力以上にコントローラーの点灯順序の影

響が大きいことがわかります。 

重度の運動障害を持ちながら、わずかな随意性を利用して１入力

電動車椅子の操作をしている人にとって、コントローラーの方向

選択効率を上げるということは、同時に、体にかかる負担の軽減

にもつながっていると考えます。 

 

６．まとめ 

（１） 電動車椅子コントローラー｢こだわりくん」の開発を行っ

た。 

（２） 方向選択ランプの点灯順序が所要時間に影響を与えた。 

（３） ｢こだわりくん｣の操作性はよかった。 

 


